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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2025年　6月号

～ 京の山～

三方を山に囲まれた京都に平安京が造られた時から、京都の人々にとって山は

身近な存在です。その中でもひと際目立つのは、北東の比叡山と北西の愛宕山

です。約 1200 年前に開かれた比叡山延暦寺がある比叡山や、火伏せの神様を

祀る、愛宕神社がある愛宕山は、信仰の対象として人々に親しまれてきました。

また、稲荷山や醍醐山は、山が社寺の境内になっている神聖な山です。

京都盆地の北部に位置する船岡山は、平坦な盆地にぽっかり浮かぶ小高い丘で、

平安京の中心を決める基準点になったと言われています。応仁の乱では、山名宗全

率いる西軍が、船岡山に陣地のひとつを構えたことから、船岡山周辺が、西陣と

言われるようになりました。

歌人の藤原定家は、大堰川北岸にある 小倉山の山荘で、小倉百人一首の和歌

を選びました。そこには、小倉山の紅葉の美しさを詠んだ歌も含まれています。

五山の送り火で「大」の字が灯る大文字山。道が整備され、銀閣寺のそばから

山の中腹の「大」の字の火床まで登り、京都市内を一望することができます。

今も 1200 年前と変わらない、京都盆地を囲む山々の優美な姿を眺めたり、歴史

の舞台となった場所に登ったりと、京都の山には色々な楽しみ方があります。


